
aggressionとの関連において観察して釆たが,今年度は

観察対象を主として性的成熟期前後の個体に求め,かれ

らの交尾期におけるmounting行動を性行動との関連性

において紋察することとした.即ち,性的成熟以前に佼

位行動として習得されたmounting行動が,性行動の習

熟過程でどのような形をとってあらわれるか,を知ろう

とするのがその日的であった｡

税',I;iL王.主として高崎山自然動物園において餌づけさ

れている試崎山A群･B群 ･C群の2-4才の個体を対

故として行なった｡研究期間は,1972年10月～1973年1

Jlの4カ月間とし,各月10日間づつを実際の祝祭にあて

たoなお.1972年6月～1973年2月の間,日本モソキ一･

七ソクーでケイIi)飼育中の1-3才の個体12匹からなる

グルーブを補助祝祭の対象として,適宜,行動観察を行

なった｡

紙架な以下に略述する｡l)

1. 性行動的要素をともなうmotlntingは交尾期にほぼ

限られる

オスどうしのJLUi位確認のmountingにおいて副次的に

あらわれるpenisのerectionを除けば,異性間 ･同性間

の性的な mountingは,交尾期にほぼ限って見られる｡

それもおとなの性行動がひんはんに見られるようになる

121は ではほとんど見られない0

2. 穴性未成熟個体問の性的遊戯としてのmotLntingは

ない

オス･メス問の相互の Sexualplayは,双方が未成熟

のはあいも,メスだけが未成熟のはあいも観察されなか

ったoオスどうしだと mountingによるpenis-の刺敦

が相互の Sexualplayを続けさせる誘因になり得ると考

えられるが,メスどうしのはあいにはその誘因となる刺

激がない｡また.発情前までほオス･メスが別々にあそ

ぷということも,未成熟の穴性問に Sexualplayが発現

する機会な少なくする要因となっているのであろうo

ただ2才のオスと 3才初発情 の メスとの mounting

(pelvicthruStをともなう)紘, かなりひんはんに見ら

れた｡ これをオスの側から見れば playであるといえよ

うが.メスが苑竹中で,未成熟とはいえぬ状態にあるた

め,光熱ではあっても playとはいい紅い.また3才の

オスと,同咋初発仰Eのメスとのmountingも少数ながら

見られたが,一般にはこの年令のオスは,同年のメスの

接近を避けがちであるから.Sexualplayを通じて若年偶

作どうLで性行動としてのmountingに習熟する較会は

才的少ないと考えられる.

3. 2才のオスと3才のオスとではメスに対する反応

からがう

同一個体でしらべ直してみなければたしかなところは

わからないが, 2才のオスが比較的抵抗なく初見倍の3

才メスにmountingを行なうのに,3才のオスがメスを

避けがちなのは興味深い｡このようなちがいは.一つは

メスの接近態度にもよるのかも知れない｡メスは3才の

オスに対しては,かなり明瞭に交尾行動誘発の接近態度

を示すが,2才のオスには保証者的接近態度またはあそ

びに誘うような態度を示すことが多い｡

オスの側からいっても,2才のオスは年長のメスに対

し,がむしゃらな,あそびのmountingをしかけるが,

これはメスが保証者的態度で応じる行動とかみ合っての

ことである. 3才のオスにとって同年のメスは,lilなる

あそびの相手としてはもちろん,backapproacllなされ

たり,しがみつかれたりしたはあいなど.mounting行

動が誘発されないのがふつうであろうoただケイジ内の

グルーブで,ある3才のオスが3才のメスの抱いている

2才のオスを自分のあそび相手としてうはい返そうとし

て按近し,その結果メスにmountingをすることを位え

たという例はあったし,高崎山でも2-4才の若年個体

ばかりが15匹前後の両性のグループをつくっていて,そ

の中の3才のオスとメスの間で,不完全な交Taが行なわ

れている例も観察した.稀ではあるが邦妹ある例,Cあっ

た ｡

嵐山B群における性関係について2)

乗越 胎司 (大阪市大 ･理)

ニホソザルにおけるincestの問題は古くから注目され

ており,それはおもに群れ内の血縁個体問で考えられて

いた.最近,校数群において,オスが性的就熟するまでに

ほとんど群れ離脱することが明らかになり,このオスの

群れ離脱による親子間のincest回避のメカ='ズム,ある

いはinbreeding回避がニホソザルに存在するといわれる

ようになった.ところがオトナになった後も群れに誠っ

ている個体はいくらかおり,彼達とtB親との間に incest

の報告はまだない｡このことは群れ離脱によるincest回

避の説明だけでは不十分で,従来からいわれてきた kin

内の個体間における行動上のincest回避脚 縄を考えなお

す必要がある｡

そこで,incestあるいはinbreedingの問題な考えるた

め,凪山B群において,1971年秋から1973年春までの2

シーズソにわたる交TB期における性行動な祝祭し,そ

I)この研究成果は,近刊予定の 『今西錦司先生舌摘記

念流文雄』(中央公論社)に,"ユホソザル未成熟個

作と性行動"の題で発表する｡
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2)乗越胎司 :脱山B群の性行動一血縁個体問およびサ

ブ･グルーブ内個体問の性関係について｡約17回ブ

リマーチス研究会｡



の結果を示す.な1,-, この開成な考えるため,kinship

relationにある偶f榔巧にみられる規御関係と研似なオト

ナオス･メスnLllの非交FSi抑こおけるF{im的に安定した規

和開脚こある佃肘lTI(これを統御的グルーブと呼ぶ)な

江nL,彼迫の関の性行動も同時に調べた.

脱Lll郡分別按には,郡れ問のオスの転2割まほぼ完全に

行なわれており.母親や同一血縁mf本と同じ群れにいる

偶作は,1973年3月の時点で,5才以上の個体26B7iのう

ち6現のみである.これらの偶作の血縁内交尾関係をみ

ると,母一息子,および姉一弟問では全くみられなかっ

た (約100ベアの交尾観察中)｡3･4親等の間の交尾は

3回祝祭されたが, これは確率的に非常に高い値であ

る｡この例は7.8才のナミオス下位の若い個体による

ものである｡なお.1964年から67年まで胤 lJ群を祝祭し

た小lMこよると.姉弟問の交FSはわずか2例しかみてな

いとのことである｡以上のことから,血縁内交Fi関係に

ついて次のようなことがいえる｡付一息子問では全くな

く,2親等では非常にまれであるが,3･4祝辞 (ある

いはそれ以上)になるとかなり高,m庇でみられるといえ

よう｡

第 1表 親和的グルーブ内交尾

現 的偶 祝 祭 伯

･971 f7=01064 孟-o･13

･972 品-o･052 去-o･14

親和的グルーブ内の交Ji凹係な那1TRに771･した｡蕃…よ

り親和開脚こあるメスとの交TB回数は.他のメスたちと

のそれより約2倍の脚庇であることがわかった｡このこ

とは和一瓜手間のinccstがみられない例とm反する耕架

である｡

そこで.統御的グルーブなくわしく紋別してみると,

その弼成員は大きく次の4つのタイプに分けることがで

きる｡①同年一命,同脚立のml仰肘Q.上びその血絶偶作-.

◎低八田位依存弛 (このml仰口には決してgroorning関係

がない),③バクーナル･ケアによるもの.および①交

尾期のコソソ-ト関係が次の非交Fi抑 こも拭いており.

その個体間に親和関係がみられるもの｡このうち,現和

的グルーブrJl交尾のほとんどは◎の個体r糊こみられたも

のであるOこのことから,◎のコソソート関係にあった

規和的開脚こある何体を除くと,親和的グ/レ-ブ内交FS

は和一息子rH】のincestと同様に非常にまれにしかみられ

たいといえよう｡

inceSt回避の行動上のメカニズムとして,付規に息子

がマウソトするのな ｢えんりょ｣するためという説がIu
されていた｡マウソティソクは脈位の上の='n･が下位のも

のにする行動であるが,.rli子が8才卿こなると付純より

JIUi位が完全に上になることからも.允の説はおかしい○

むしろ,マウソ.tする前の投帆 つまりコ'/ソートに入

る段階で,純和的にある和一瓜子抑こbehayiomlな抑制

が働いていると考えたプ)-がいい｡耶リ 王.交摺】抑こおいて

紘,母斑が発I付すると(純和的なメスにおいてもそうで

あるが),瓜IT･と付視とはお7TLいがさけ介って,空間的

にはなれて生はしているのが廿皿に祝祭されている.

設定課題 5.行動の発現機序に関する神経生理学的研究

下部側頭回と短期記憶機構l)

岩井栄一 (東京都神経科学総合研究所)

猿の下部側頭回損傷によって,視覚学習は顕著に障召

される｡以前の実験で.側頭葉におけるこの視覚学習関

与域は下部側苅田のうちで,下後頭滞上行枝から前中側

折柄抜刑部に至る例域であるという知見を得た｡ しか

も,この視覚城の肝 r-･部と按半部では技能的に異なった

役湖をもっている｡即ち,使用したテスト課題のもつ杓

TI性から考えて,前半W,は刺孜と硫化との祝迎介‡馴L'L

に,抜きr･･部は祝知覚に関与しているといい柑る.

反市.'III':田過程でIrL変な役!;qな穴している記位の中枢

横柄については訊約の多い所である.刑政一硫化の祝迎

合機隅に関与している側117Ti黙視党域の前半mが祝nTtL位械

I)井探允子 ･久保田琉 (いずれも京大 ･盟F<研)との
共同研究｡

桝にも証要な役'LW5:朱しているものと推定し,木実欧で

は短期記憶テストⅧ屈といわれている遅延標本附合学習

に対する側頭#･視覚域の部分別除効果を検討した.

方 法

被験動物は体盃7-12kgのニホソザル4匹であった｡

2匹には側頭葉視覚城の前半部の削除(AIT)杏,他の2

匹には後半部の別除 (PIT)を施行したo方法の詳紗 ま

｢遅延色合わせ証跡 こおける下部側頭回の部分破壊の形

坪｣(非探･久保P]･岩井, 日本心理学会花袋独文Jj5,

1973年)に記服してある.学習課跡 ま赤と殻の色彩標本

阿分であり.標本刺故の員示とテスト刺取のi.fni市との時

間的避妊条件により,次の4罷栗田を設定した｡同時口前

放題 (放題-S), 0秒避妊徽屈 (-0), 5秒 避妊探題

(-5)と10秒遅延祝Rfl(-10)であった｡

1日.60試行中,51回 (850/0)以上の正反応が3日間
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